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宰
相
の
職
掌
─
『
周
礼
』
に
於
け
る
王
安
石
と
太
宰
春
台

─

濱
野
　
靖
一
郎

一
、
徂
徠
と
春
台
に
於
け
る
宰
相

　

君
主
の
存
在
意
義
を
、
政
治
に
於
け
る
最
終
決
定
者
の
役
割
に
見

い
だ
し
た
頼
山
陽
は
、
宰
相
の
存
在
を
君
主
の
立
場
を
揺
る
が
す
も

の
と
し
て
否
定
し
た
。
こ
の
見
解
は
山
陽
を
、
儒
者
の
枠
組
み
か
ら

は
ず
れ
た
、
と
規
定
さ
せ
う
る
ほ
ど
大
き
い（

（
（

。
儒
学
に
於
い
て
宰
相

と
は
、
そ
れ
だ
け
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
拙
著
『
頼
山
陽
の
思
想
』

「
頼
山
陽
前
史
」
で
荻
生
徂
徠
の
政
治
思
想
を
論
じ
、
徂
徠
に
於
け

る
「
君
主
の
不
在
」
を
指
摘
し
た
。

　
「
人
君
ノ
智
ハ
、
我
智
ヲ
智
ト
セ
ズ
、
ヨ
キ
人
ヲ
知
リ
テ
、
委
任

ス
ル
ヲ
、
人
君
ノ
大
智
ト
ス
」（『
太
平
策
』）
と
徂
徠
は
主
張
す
る（

（
（

。

君
主
は
最
良
の
人
物
に
「
委
任
」
す
る
だ
け
で
、
委
任
さ
れ
た
人
物

は
宰
相
と
し
て
統
治
の
責
任
者
と
な
る
。『
弁
名
』「
聖
」
で
「
冢
宰

は
邦
治
を
掌
り
、
人
を
知
る
を
以
て
要
務
と
為
す
」
と
し
た
「
冢

宰
」（『
周
礼
』
で
の
宰
相
の
職
名
）
を
、『
政
談
』
で
は
こ
う
説
明
す
る
。

執
政
の
職
は
己
が
才
智
を
働
か
さ
ず
、
下
の
才
智
を
取
用
ひ
て
、

下
を
そ
だ
て
、
御
用
に
た
つ
も
の
の
多
く
出
る
様
に
す
る
事
、

職
分
の
第
一
也
。
己
が
才
智
を
働
す
事
は
、
有
司
の
職
に
て
執

政
な
ど
の
職
分
に
は
あ
ら
ず
。（『
政
談
』
巻
三
）

人
材
の
登
用
と
育
成
、
こ
れ
が
そ
の
職
務
で
あ
り
、
政
治
的
な
決
断

や
裁
量
は
求
め
な
い
（
執
政
＝
冢
宰
＝
宰
相
）。
そ
れ
は
、
宰
相
の
理

想
に
も
表
れ
る
。「
執
政
の
臣
は
言
語
容
貌
を
慎
み
、
下
へ
向
て
慮

外
を
い
は
ず
、
無
礼
な
る
事
の
な
き
を
第
一
」
と
す
る
。
慎
重
さ
が
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知
謀
に
優
越
す
る
。

　

徂
徠
が
政
治
に
重
視
す
る
も
の
は
「
礼
」
で
あ
る（

（
（

。
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
「
こ
う
あ
る
べ
き
」
動
作
・
状
態
が
あ
り
、
そ
れ
を
制
度
と
し

て
し
き
、「
ワ
ザ
ノ
仕
カ
ケ
」
と
し
て
人
々
に
な
じ
ま
せ
て
世
の
中

を
あ
る
べ
き
状
態
に
さ
せ
る
。「
戦
争
」
と
「
狩
猟
」
を
例
外
と
し

て
、
統
治
に
即
座
の
判
断
を
必
要
と
し
な
い
。「
先
王
の
義
」
に
基

づ
き
担
当
部
門
が
対
応
す
れ
ば
よ
く
、
出
来
な
け
れ
ば
そ
の
人
材
の

能
力
が
足
り
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

太
宰
春
台
は
徂
徠
の
経
学
・
経
世
面
の
継
承
者
だ
が
、
徂
徠
と
異

な
る
論
も
多
い（

（
（

。『
経
済
録
』
巻
三
「
官
職
」
で
春
台
は
、「
凡
天

下
国
家
ヲ
治
ル
ニ
ハ
、
百
官
ノ
定
職
ヲ
定
置
事
ヲ
先
」
と
書
き
出

し
、
官
を
「
役
人
」、
職
を
「
官
人
ノ
職
掌
」
と
定
義
す
る（

（
（

。
そ
し

て
「
周
ノ
代
ニ
ハ
三
百
六
十
ノ
官
」
あ
り
、「
周
公
ノ
成
王
ノ
輔
相

ト
シ
テ
、
三
公
六
卿
以
下
ノ
諸
官
ヲ
立
テ
、
其
職
掌
ヲ
分
テ
常
法
ヲ

定
置
」
い
た
本
を
「
周
礼
ト
イ
フ
」。
そ
し
て
以
下
『
周
礼
』
に
則

っ
た
官
職
制
度
を
説
明
し
て
い
く
。

冢
宰
ヲ
治
官
ト
イ
フ
。
邦
治
ヲ
掌
ル
。
邦
治
ト
ハ
、
天
下
国
家

ノ
治
メ
也
。
六
官
皆
国
家
ヲ
治
ル
コ
ト
ヲ
掌
ル
ト
雖
ド
モ
、
余

ノ
五
官
ハ
各
一
事
ヲ
掌
ル
。
冢
宰
ハ
天
下
ノ
事
ヲ
統
テ
コ
レ
ヲ

知
ル
也
。

其
職
第
一
ニ
人
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
務
ト
シ
、
人
ノ
才
能
ヲ
選
出
シ
、

君
ニ
言
上
シ
テ
、
百
官
夫
々
職
ニ
居
ラ
シ
メ
テ
、
官
事
ノ
闕
ヌ

様
ニ
ス
ル
、
是
冢
宰
ノ
常
職
也
。

人
事
を
冢
宰
の
職
掌
と
す
る
の
は
同
じ
だ
が
、
春
台
の
「
冢
宰
」
は

こ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。

次
ニ
ハ
国
計
ヲ
掌
ル
。
国
計
ト
ハ
、
計
ハ
、
勘
定
也
。
歳
計
ト

イ
フ
ハ
、
一
年
中
ノ
総
勘
定
ナ
リ
。
米
穀
、
金
銀
、
布
帛
一
切

ノ
貨
財
ノ
出
入
ヲ
勘
定
シ
テ
、
国
用
軍
用
ノ
匱
シ
カ
ラ
ヌ
様

ニ
、
公
卿
百
官
ヨ
リ
下
万
民
迨
困
究
セ
ザ
ル
様
ニ
、
水
旱
、
火

災
、
兵
革
等
ノ
厄
難
有
テ
モ
、
国
家
ノ
痛
マ
ザ
ル
ヤ
ウ
ヲ
、
常

ニ
思
惟
シ
テ
取
計
フ
也
。
此
二
ツ
ハ
、
天
下
ノ
総
体
ニ
係
ル
政

ニ
テ
、
冢
宰
ノ
専
要
ニ
心
懸
ル
コ
ト
也
。

春
台
は
「
冢
宰
」
の
職
掌
を
、「
人
事
」
と
「
財
政
」
に
特
化
す
る（

（
（

。

徂
徠
の
宰
相
に
「
財
政
」
を
付
け
加
え
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
結

果
と
し
て
宰
相
に
「
才
智
」
を
働
か
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
つ
ま

り
、
徂
徠
の
宰
相
の
根
幹
を
崩
し
て
し
ま
う
。
徂
徠
は
必
ず
し
も

『
周
礼
』
に
則
っ
て
制
度
を
語
っ
て
い
る
わ
け
で
は
無
い
が
、
春
台

は
『
周
礼
』
の
解
釈
と
し
て
「
冢
宰
」
を
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
災
害
や
ク
ー
デ
タ
等
、
例
外
状
況
に
対
す
る
備

え
を
当
然
の
前
提
と
す
る
（
そ
も
そ
も
『
周
礼
』
九
式
に
そ
の
規
定
は
存

在
す
る
）。
五
代
綱
吉
公
の
治
世
に
は
天
災
が
連
続
し
、
特
に
大
き
い

の
は
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
の
元
禄
地
震
・
火
事
、
宝
永
元
（
一

七
〇
四
）
年
前
後
の
浅
間
山
噴
火
・
諸
国
の
洪
水
、
宝
永
四
（
一
七
〇

七
）
年
の
宝
永
地
震
・
富
士
山
噴
火
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
外
状
況
が
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通
常
に
な
る
の
だ
か
ら
、
対
策
を
常
に
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
春

台
は
『
経
済
録
』「
食
貨
」
で
も
災
害
を
想
定
し
た
予
算
を
主
張
し

て
い
る（

（
（

。

二
、
王
安
石
の
利
息
・
人
間
観

　

統
治
に
於
け
る
「
理
財
」、
つ
ま
り
財
政
は
東
ア
ジ
ア
政
治
思
想

史
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
か
。
儒
教
に
於
い
て
宰
相

の
役
割
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
二
つ
を
併
せ
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
徂
徠
と
春
台
は
、『
周
礼
』
を
重
視
す
る（

（
（

。

で
あ
れ
ば
、
両
者
と
比
較
す
べ
き
相
手
は
、
ま
さ
に
宰
相
と
し
て

『
周
礼
』
に
よ
る
政
治
改
革
を
実
行
し
た
、
王
安
石
が
適
切
で
あ
る（

（
（

。

　

王
安
石
は
『
周
礼
』
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
た
か
。
青
苗
法

へ
の
批
判
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
、「
荅
曾
公
立
書
」（
巻
七
三
）
を

見
て
み
た
い（

（1
（

。

某 

啓
示
し
て
青
苗
の
事
に
及
ぶ
。
治
道
の
興
る
は
邪
人 
利
と

せ
ず
。
一
た
び
異
論
興
れ
ば
、
羣
聾 

之
に
和
す
る
は
、
意
は

法
に
在
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
孟
子 

言
ふ
所
の
利
は
、
吾
が
国
を

利
せ
ん
と
し
て
曲
げ
て
糴
を
防

遏
す
る
が
如
く
、
吾
身
を
利
す
る
こ
と
為
る
の
み
。

「
狗
彘
の
人
食
を
食
ら
へ
ば
」
則
ち
之
を
検
し
、「
野
に
餓
莩
有

れ
ば
」
則
ち
之
を
発
く
に
至
れ
ば
、
是
れ
所
謂
政
事
な
り
。
政

事
は
理
財
す
る
所
以
に
し
て
、
理
財
は
乃
ち
所
謂
義
な
り
。
一

部
の
『
周
礼
』
は
、
理
財 

其
の
半
ば
に
居
る
。
周
公
は
豈
に

利
を
為
さ
ん
や
。

王
安
石
は
「
政
事
」
と
「
理
財
」
と
「
義
」
の
連
関
を
主
張
す
る
。

民
を
生
存
さ
せ
る
の
が
「
政
事
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
理
財
」

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
公
の
作
っ
た
『
周
礼
』
は
「
理

財
」
が
そ
の
半
ば
を
占
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
理
財
は
「
義
」
で
あ

っ
て
「
利
」
で
は
な
い
。
孟
子
が
否
定
し
た
「
利
」
と
は
、
国
に
利

益
を
与
え
る
と
い
っ
て
非
道
を
行
い
、
結
果
私
腹
を
肥
や
す
こ
と
で

あ
る
。葢

し
民
の
利
と
す
る
所
に
因
り
て
之
を
利
と
せ
ば
、
然
ら
ず
ん

ば
得
ざ
る
な
り
。
然
る
に
二
分
は
一
分
に
及
ば
ず
、
一
分
は
利

せ
ず
し
て
之
に
貸
す
に
及
ば
ず
、
之
を
貸
す
は
之
を
与
ふ
る
に

若
か
ず
。
然
る
に
之
を
与
え
ず
し
て
必
ず
二
分
に
至
る
は
、
何

ぞ
や
。

青
苗
法
は
国
家
か
ら
民
に
貸
し
付
け
る
低
金
利
政
策
だ
が
、
二
割
の

利
息
を
設
定
し
て
い
た
。
民
の
「
利
」（
適
切
な
利
益
と
し
て
の
「
利
」）

を
望
む
な
ら
ば
、
利
息
を
無
く
す
べ
き
だ
、
と
い
う
批
判
が
強
く
叫

ば
れ
て
い
た
。
何
故
王
安
石
は
利
息
を
必
要
と
し
た
の
か
。

其
の
来
日
の
継
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
が
為
め
な
り
。
継
ぐ
べ
か
ら
ざ

れ
ば
則
ち
是
れ
恵
な
る
も
政
を
為
す
を
知
ら
ず
、「
恵
し
て
費

せ
ざ
る
」
の
道
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
必
ず
貸
す
。
然
ら
ば
官

吏
の
俸
・
輦
運
の
費
・
水
旱
の
逋
・
䑕
雀
の
耗
有
り
。
而
し
て
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必
ず
之
を
広
め
ん
と
欲
し
、
以
て
其
の
飢
へ
て
足
ら
ざ
る
に
待

し
て
直
ち
に
之
を
与
ふ
る
や
、
則
ち
二
分
の
息
無
く
ん
ば
可
な

ら
ん
や
。
則
ち
二
分
も
、
亦
た
常
平
の
中
正
な
り
。
豈
に
易
ふ

べ
け
ん
や
。

そ
れ
は
、
青
苗
法
の
運
転
資
金
の
調
達
の
た
め
で
あ
っ
た
。
常
平
倉

の
穀
物
を
原
資
と
し
た
青
苗
法
な
の
だ
か
ら
、
利
息
を
取
ら
な
け
れ

ば
常
平
倉
が
維
持
出
来
な
い
。
王
安
石
の
主
張
は
妥
当
な
も
の
で
、

知
事
時
代
に
社
倉
を
建
議
す
る
朱
熹
も
、
程
学
派
の
青
苗
法
批
判
が

行
き
過
ぎ
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る（

（1
（

。
土
田
氏
は
こ
う
し
た
王
安

石
の
経
済
政
策
を
、「
経
済
現
象
を
静
態
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
の
が
儒
者
の
正
道
と
す
れ
ば
、
動
態
を
経
済
現
象
の
不
可
避
条
件

と
す
る
王
安
石
の
態
度
は
先
行
者
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
検
討
の
対
象

に
な
ろ
う
」
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
徂
徠
が
社
会
を
静
態
的
に
見
る
の
に
対

し
、
春
台
（
そ
し
て
山
陽
）
が
動
態
的
に
見
て
い
る
こ
と
も
注
意
す
べ

き
で
あ
る（

（1
（

。

　
「
義
・
利
」
は
宋
学
に
於
い
て
、
非
常
に
重
要
な
概
念
で
あ
る（

（1
（

。

宋
の
蔡
沈
の
『
書
集
伝
』
は
周
官
篇
の
「
賢
を
推
し
能
に
譲
れ
ば
、

庶
官
乃
ち
和
す
。
和
せ
ざ
れ
ば
、
政 

厖
る
。
挙
げ
て
其
の
官
を
能

く
せ
ざ
れ
ば
、
惟
れ
爾
の
能
な
り
。
称
げ
て
其
の
人
に
匪
ざ
れ
ば
、

惟
れ
爾
の
任
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
に
、
王
安
石
の
注
を
引
く（

（1
（

。

王
氏
曰
く
、
道
は
二
に
し
て
、
義
・
利
な
る
の
み
。
賢
を
推
し

て
能
に
譲
る
は
、
義
を
為
す
所
以
な
り
。
大
臣
の
義
よ
り
出
づ

れ
ば
、
則
ち
義
よ
り
出
で
ざ
る
こ
と
莫
し
。
此
れ
庶
官
の
争
は

ず
し
て
和
す
所
以
な
り
。
賢
を
蔽
ひ
能
を
害
す
る
は
、
利
を
為

す
所
以
な
り
。
大
臣
の
利
よ
り
出
づ
れ
ば
、
則
ち
利
よ
り
出
で

ざ
る
こ
と
莫
く
、
此
れ
庶
官
の
争
ひ
て
和
せ
ざ
る
所
以
な
り
。

庶
官 

和
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
政
は
必
ず
雑
乱
し
て
理
せ
ず
。

　
「
称
」
も
亦
た
挙
な
り
。
挙
ぐ
る
所
の
人
、
能
く
其
の
官
を

修
む
れ
ば
、
是
れ
も
亦
た
爾
の
能
く
す
る
所
な
り
。
其
の
人
に

非
ざ
る
を
挙
ぐ
れ
ば
、
是
れ
も
亦
た
爾
も
任
に
勝
え
ざ
る
な
り
。

古
は
大
臣 

人
を
以
て
君
に
事
ふ
。
其
の
責
は
此
く
の
如
し
。

こ
の
「
道
」
は
、「
真
理
」
で
は
な
く
「
手
段
」
の
用
法
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
利
」
も
、
私
欲
に
よ
る
適
切
で
な
い
も
の
、
で
あ
る
。

人
材
登
用
が
適
切
で
あ
れ
ば
、
そ
の
政
策
も
適
切
で
あ
り
、
部
下
達

も
協
調
し
て
い
け
る
。
私
欲
か
ら
人
を
選
べ
ば
政
策
も
私
欲
に
ゆ
が

め
ら
れ
、
部
下
達
も
協
調
し
な
い
。
大
臣
は
人
材
登
用
が
重
要
で
あ

る
と
の
指
摘
は
、
徂
徠
・
春
台
の
指
摘
と
同
様
で
あ
る
。

　

ま
た
、
王
安
石
に
は
「
委
任
」（
巻
六
九
）
と
い
う
文
が
あ
り
、
漢

の
劉
邦
を
「
以
て
任
ず
べ
け
れ
ば
則
ち
任
じ
、
以
て
止
む
べ
け
れ
ば

則
ち
止
」
め
た
と
評
価
す
る
。
人
の
「
才
に
長
短
有
」
る
が
、「
長

を
取
れ
ば
則
ち
其
の
短
は
問
は
」
な
い
。
ま
た
人
の
「
情
に
忠
偽

有
」
る
が
、「
忠
な
る
を
信
ず
れ
ば
則
ち
其
の
偽
な
る
を
疑
は
」
な

か
っ
た
。

其
の
意
は
曰
く
、「
我
、
其
の
人
の
某
事
に
長
ず
る
を
以
て
之
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81　宰相の職掌

を
任
ず
。
它
事
に
在
り
て
は
短
な
り
と
雖
も
、
何
ぞ
焉
を
害
な

は
ん
。
我
は
其
の
人
の
我
に
忠
な
る
の
心
を
以
て
之
に
任
ず
。

它
人
に
在
り
て
は
偽
な
り
と
雖
も
、
何
ぞ
焉
を
害
な
は
ん
」
と
。

故
に
蕭
何
は
刀
筆
の
吏
な
る
も
、
之
に
関
中
を
委
ね
、
復
た
西

顧
の
憂
無
し
。
陳
平
は
亡
命
の
虜
な
る
も
、
四
万
余
金
を
出
損

し
て
出
入
を
問
は
ず
。
韓
信
は
軽
猾
の
徒
な
る
も
、
之
に
百
万

の
衆
を
与
へ
、
是
を
疑
は
ず
。
三
子
は
豈
に
素
よ
り
忠
名
の
著

ら
か
な
ら
ん
や
。
蓋
し
高
祖
は
己
の
心
を
推
し
て
其
の
心
を
置

け
ば
、
則
ち
它
人
は
離
間
す
る
こ
と
能
は
ず
し
て
事 

以
て
済

ふ
。

人
材
に
職
務
を
委
ね
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
人
の
得
手
不
得
手
を
把
握

し
た
上
で
、
そ
の
長
所
に
応
じ
た
役
割
を
委
ね
る
。
そ
れ
は
ま
た
、

全
面
的
に
統
治
を
委
ね
る
の
で
は
な
い
。『
経
済
録
』「
官
職
」
で
春

台
も
、
部
下
へ
委
任
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
語
る
。
そ
の
際
、
ま
さ

に
、

古
ヘ
ヨ
リ
明
君
ハ
必
臣
下
ニ
委
任
セ
ラ
ル
。
漢
ノ
高
祖
ノ
未
漢

王
ニ
テ
オ
ハ
セ
シ
ト
キ
、
黄
金
四
万
斤
ヲ
陳
平
ニ
持
セ
テ
、
此

金
ニ
テ
楚
ノ
軍
中
ヘ
反
簡
ヲ
遣
ラ
シ
メ
テ
、
其
金
ノ
出
入
ヲ
問

玉
ハ
ヌ
ガ
如
キ
、
英
雄
ノ
作
略
ト
イ
ヒ
ツ
ベ
シ
。
委
任
ト
イ
フ

ハ
、
ケ
様
ノ
コ
ト
ヲ
云
フ
也
。

と
同
じ
陳
平
を
用
例
と
す
る（

（1
（

。
こ
れ
は
、「
米
は
米
に
て
用
に
立
ち
、

豆
は
豆
に
て
用
に
立
つ
」（『
答
問
書
』）
と
し
て
、
人
間
が
一
様
な
聖

人
と
な
る
可
能
性
を
否
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
伸
ば
す
こ
と
を

主
張
し
た
徂
徠
の
人
材
論
と
似
通
っ
て
い
る
（
春
台
も
同
様
）。
蕭
何

と
陳
平
は
ま
さ
し
く
宰
相
な
の
だ
か
ら
、
王
安
石
に
と
っ
て
宰
相
が

全
能
の
存
在
（
＝
道
徳
の
完
成
者
と
し
て
の
君
子
）
と
は
で
き
な
い
。

　

王
安
石
は
、
人
の
大
半
は
「
中
人
」
で
、
環
境
に
左
右
さ
れ
る
と

説
く
。「
万
言
書（

（1
（

」
で
「
中
人
」
は
、

窮
す
れ
ば
則
ち
小
人
為
り
、
泰
な
れ
ば
則
ち
君
子
為
り
。
天
下

の
士
を
計
る
に
、
中
人
の
上
下
に
出
づ
る
者
は
、
千
・
百
に
し

て
十
・
一
も
無
し
。
窮
す
れ
ば
小
人
と
為
り
、
泰
な
れ
ば
君
子

と
為
る
者
は
、
則
ち
天
下 

皆
な
是
な
り
。
先
王
は
以
為
ら
く
、

衆
は
力
を
以
て
勝
つ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
行
を
制
す
る
に

己
を
以
て
せ
ず
し
て
、
中
人
を
以
て
制
と
為
す
。
其
の
欲
に
因

り
て
之
を
利
道
す
る
所
以
な
り
。
以
為
ら
く
中
人
の
能
く
守
る

所
な
れ
ば
、
則
ち
其
の
制
は
以
て
天
下
に
行
ひ
て
、
之
を
後
世

に
推
す
べ
き
な
り
、
と
。

人
に
は
得
手
不
得
手
が
あ
り
、
殆
ど
の
人
は
生
ま
れ
つ
き
の
聖
人
で

は
な
い
。
し
か
も
そ
れ
が
「
聖
人
」
に
な
る
こ
と
な
ど
求
め
な
い
。

こ
う
し
た
論
点
は
、
か
な
り
徂
徠
・
春
台
の
主
張
と
近
似
し
て
い
る
。

三
、『
周
官
新
義
』
と
冢
宰

　

で
は
、
王
安
石
は
宰
相
の
職
掌
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
。
徂
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徠
も
春
台
も
、
王
安
石
の
文
章
は
『
臨
川
先
生
文
集
』
は
読
め
て

も
、『
周
官
新
義
』
は
読
め
な
い
。
一
度
散
逸
し
た
こ
の
本
は
、『
永

楽
大
典
』
を
も
と
に
し
て
四
庫
全
書
が
編
ま
れ
た
際
に
復
元
さ
れ
た
。

荻
生
家
の
蔵
書
目
録
に
、『
周
礼
翼
刪
』
と
の
書
名
が
あ
り
、
こ
れ

は
明
の
王
志
長
の
『
周
礼
注
疏
刪
翼
』
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。
こ
の
『
刪

翼
』
に
「
臨
川
王
氏
曰
」
と
し
て
引
か
れ
た
王
安
石
の
注
は
二
人
も

眼
に
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
か
な
り
少
な
い
た
め
、

『
周
礼
』
の
解
釈
に
直
接
王
安
石
か
ら
の
影
響
関
係
を
は
か
る
の
は

難
し
い
。
あ
く
ま
で
、
春
台
の
思
想
の
特
徴
を
示
す
た
め
に
王
安
石

を
比
較
対
象
と
し
て
検
討
す
る（

（1
（

。

惟
れ
王 

国
を
建
つ
る
に
、
方
を
弁
ち
位
を
正
し
、
国
を
体
ち

野
を
経
し
、
官
を
設
け
職
を
分
ち
、
以
て
民
極
と
為
す
。
乃
ち

天
官
冢
宰
を
立
て
、
其
の
属
を
帥
ゐ
邦
治
を
掌
り
、
以
て
王
を

佐
け
邦
国
を
均
し
く
せ
し
む
。

こ
の
『
周
礼
』
天
官
冢
宰
の
序
官
（
冒
頭
）
に
対
し
、
後
漢
の
鄭
玄

は
「
掌
は
主
な
り
。
邦
治
と
は
王
の
邦
国
を
治
む
る
所
以
な
り
。
佐

は
猶
ほ
助
の
ご
と
し
」
と
す
る
。
そ
し
て
、

六
官
は
皆
な
冢
宰
に
総
属
す
。
故
に
論
語
に
曰
く
、「
君 

薨
ず

れ
ば
、
百
官 

己
を
総
べ
て
以
て
冢
宰
に
聴
く
」
と
。
冢
宰
は

百
官
に
於
い
て
主
と
せ
ざ
る
所
無
き
を
言
ふ
。
爾
雅
に
曰
く
、

「
冢
は
大
な
り
」
と
。
冢
宰
は
大
宰
な
り
。

と
注
す
る
。
宰
相
は
、
全
て
の
役
職
を
統
べ
る
存
在
で
あ
り
、
関
係

の
無
い
部
門
・
政
策
は
な
い
。
こ
れ
が
基
本
的
な
儒
学
の
「
宰
相
」

で
あ
り
、『
周
礼
』
に
お
け
る
「
冢
宰
」
の
解
釈
で
あ
る
。（
堯
の
下

で
の
）
舜
や
、
周
公
を
考
え
て
も
、
王
に
代
わ
っ
て
政
務
を
取
り
仕

切
る
役
割
、
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
王
安
石
は
ど
う
解
説
す
る
か
。
ま
ず
、「
人
の
罪
を
発
露

し
て
之
を
治
む
る
は
、
刑
官
の
治
な
り
。
人
の
罪
を
宀
覆
し
て
之
を

治
む
る
は
、
治
官
の
治
な
り
」
と
説
く
。
そ
し
て
冢
宰
の
「
宰
」
の

字
を
、「
宀
に
従
ひ
皐
の
省
に
従
ふ
は
、
人
の
罪
を
宀
覆
す
る
の
意

な
り
。
宰
は
割
を
治
め
て
和
を
調
ふ
を
以
て
事
と
為
す
」
と
、
字
を

分
割
し
、
そ
の
字
形
か
ら
字
全
体
の
意
味
を
説
明
す
る
。
こ
う
し
た

文
字
学
的
注
釈
は
王
安
石
の
特
徴
で
あ
る（

（2
（

。

　

そ
し
て
、「
冢
宰
」
と
「
大
宰
」
と
い
う
名
称
の
差
異
を
、「
職
を

王
よ
り
列
ぬ
れ
ば
、
則
ち
冢
宰
と
六
卿
と
同
じ
く
之
を
大
と
謂
ふ
。

百
官 

焉
を
総
ぶ
れ
ば
、
則
ち
大
宰
は
六
卿
に
於
い
て
独
り
之
を
冢

と
謂
ふ
」
と
説
明
す
る
。
天
官
の
長
官
と
し
て
「
大
宰
」
で
、
六

官
の
長
と
し
て
「
冢
宰
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
冢
宰
は
六
卿
に
於

い
て
焉
よ
り
尊
き
こ
と
莫
し
。
而
し
て
王
を
佐
く
と
曰
へ
ば
、
則
ち

其
の
道
を
論
じ
て
以
て
王
を
助
く
る
に
非
ざ
る
が
為
め
な
り
。
作
り

て
之
を
行
ふ
の
み
」
と
す
る
。「
道
を
論
じ
る
」
の
は
「
三
公
」
で
、

冢
宰
は
「
作
り
て
之
を
行
」
う
統
治
の
実
務
を
担
う
役
職
で
あ
る
。

　

天
官
に
於
け
る
「
大
宰
」
は
、
経
文
で
「
大
宰
の
職
は
、
邦
の
六

典
を
建
て
、
以
て
王
を
佐
け
邦
国
を
治
む
る
を
掌
る
」
と
さ
れ
る
。
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治
典
・
教
典
・
礼
典
・
政
典
・
刑
典
・
事
典
の
六
個
が
「
六
典
」
で
、

こ
こ
に
「
理
財
」
と
い
う
言
葉
は
出
ず
、
理
財
を
思
わ
せ
る
も
の

も
無
い
。
王
安
石
は
文
字
学
的
成
り
立
ち
か
ら
、「
典
」「
則
」「
灋

（
＝
法
）」
の
違
い
を
解
説
す
る
。
鄭
玄
は
「
典
」
を
「
王
の
邦
国
を

治
む
れ
ば
、
則
ち
常
を
班
く
の
み
。
故
に
「
典
」
を
以
て
す
。「
典
」

は
其
の
大
常
を
言
ふ
」
と
説
明
す
る
。「
典
」
が
国
の
根
本
的
な
法

典
で
、「
則
」
は
そ
れ
ぞ
れ
地
方
で
の
細
か
な
条
例
、「
法
」
は
官
府

に
於
け
る
規
則
で
あ
る
。
冢
宰
は
国
家
体
制
の
根
幹
を
作
る
、
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

大
宰
は
其
の
属
を
帥
ゐ
て
以
て
王
を
佐
け
邦
国
を
均
し
く
す
。

而
し
て
治
典
は
以
て
邦
国
を
経
し
、
治
職
は
以
て
邦
国
を
平
か

に
す
る
と
は
、
蓋
し
治
典
の
書
為
る
や
、
以
て
邦
国
を
経
す
る

の
み
。
治
官
の
属
は
、
推
し
て
之
を
行
ひ
、
然
る
後
に
以
て
邦

国
を
平
か
に
す
る
こ
と
有
り
。
邦
国
を
均
し
く
す
る
に
至
れ
ば
、

則
ち
王
の
事
に
し
て
、
治
典
の
書
の
能
く
及
ぶ
所
に
非
ず
、
治

官
の
属
の
能
く
専
ら
に
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。

統
治
者
そ
の
も
の
は
王
で
あ
り
、
冢
宰
も
統
治
を
実
務
側
か
ら
助
け

る
存
在
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
冢
宰
の
職
掌
に
理
財
が
あ
る
と

は
読
み
取
れ
な
い
。
特
定
の
職
掌
が
無
い
、
王
の
輔
佐
と
し
て
全
て

を
掌
る
存
在
、
と
い
う
従
来
の
解
釈
に
近
い
。

　
『
書
経
』
周
官
篇
の
「
冢
宰
は
邦
治
を
掌
り
、
百
官
を
統
べ
、
四

海
を
均
し
く
す
」
に
は
、
王
安
石
が
『
尚
書
新
義
』
で
書
い
た
注
が

残
さ
れ
て
い
る
。『
詩
経
』
と
『
書
経
』
の
『
新
義
』
は
息
子
の
王

雱
と
の
共
編
と
は
い
え
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
其
の

賦
・
式
・
理
財
を
以
て
職
為
り
と
為
す
。
故
に
曰
く
「
均
」
と
」
と

「
周
官
の
一
書
は
、
理
財 

其
の
半
ば
に
居
る
、
故
に
理
財
を
以
て
冢

宰
の
職
と
為
す
」
の
二
つ
で
あ
る
。
王
安
石
は
や
は
り
、『
周
礼
』

の
半
ば
以
上
を
理
財
が
占
め
て
る
と
し
た
上
で
、
だ
か
ら
こ
そ
そ
の

長
で
あ
る
冢
宰
の
職
掌
は
「
理
財
」
だ
、
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ

は
宋
の
林
之
奇
の
『
尚
書
全
解
』
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
均
四
海
」
と
は
、
先
儒
曰
く
、「
均
平
四
海
之
内
邦
国
」
と
は
、

是
な
り
。
周
官
亦
た
曰
く
、「
以
佐
王
均
邦
国
」
と
。
而
し
て

王
氏
曰
く
、「
為
其
以
賦
式
理
財
為
職
。
故
曰
「
均
」」
と
。
夫

れ
九
賦
は
財
賄
を
斂
め
、
九
式
は
財
用
を
均
節
す
。
此
れ
特
に

其
の
一
事
な
る
の
み
。
若
し
夫
の
四
海
を
均
し
く
す
れ
ば
、
則

ち
言
ふ
所
の
も
の
は
、
大
い
に
此
を
指
す
に
非
ざ
る
な
り
。
王

氏
謂
ふ
「
周
官
一
書
、
理
財
居
其
半
、
故
以
理
財
為
冢
宰
之

職
」
と
。
王
氏
「
制
置
三
司
条
例
」
を
置
く
。
議
す
る
者
は
皆

な
、
其
の
天
子
の
宰
相
を
以
て
下
し
て
有
司
の
事
を
行
は
し
む

る
を
譏
る
。
此
の
言 

蓋
し
自
ら
地
為
る
の
み
。

理
財
を
職
掌
の
根
幹
と
し
た
王
安
石
の
冢
宰
論
が
こ
こ
で
批
判
さ
れ

て
い
る（

（2
（

。
こ
の
批
判
の
要
点
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
王
安
石
は
冢

宰
の
職
務
の
内
「
九
賦
・
九
式
」
と
い
う
二
つ
の
部
門
を
過
大
評
価

し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
王
安
石
は
冢
宰
を
有
司
に
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し
て
し
ま
っ
た
、
つ
ま
り
、
宰
相
を
特
定
の
職
掌
の
み
に
携
わ
る
も

の
に
制
限
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
安
石
は
冢
宰
を
特
定
の
職
掌
に
特
化
さ
せ
よ
う
と
し

た
、
と
周
囲
か
ら
は
見
な
さ
れ
て
い
た
の
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
の

上
で
、
冢
宰
の
職
掌
を
限
定
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
批
判

が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
批
判
は
林
之
奇
以
外
に
も
見
ら
れ
る
。
同
様

に
、『
周
礼
』「
冢
宰
」
の
職
務
を
人
事
と
財
政
に
特
化
し
た
春
台
も
、

『
周
礼
』
思
想
史
上
で
は
異
質
で
あ
る
（
む
し
ろ
、
王
安
石
に
そ
う
し
た

批
判
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
そ
う
定
め
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き

だ
ろ
う
）。

　
『
周
礼
』
に
お
い
て
大
宰
（
冢
宰
）
が
携
わ
る
範
囲
は
非
常
に
幅
広

く
、
六
典
の
後
、
八
法
・
八
則
・
八
柄
・
八
統
・
九
職
・
九
賦
・
九

式
・
九
貢
・
九
両
と
い
う
制
度
・
法
に
よ
る
統
治
が
続
く
。
で
は

「
九
賦
」
と
「
九
式
」
と
は
何
か
。

九
賦
を
以
て
財
賄
を
斂
む
。
一
に
曰
く
邦
中
の
賦
。
二
に
曰
く

四
郊
の
賦
。
三
に
曰
く
邦
甸
の
賦
。
四
に
曰
く
家
削
の
賦
。
五

に
曰
く
邦
県
の
賦
。
六
に
曰
く
邦
都
の
賦
。
七
に
曰
く
関
市
の

賦
。
八
に
曰
く
山
沢
の
賦
。
九
に
曰
く
幣
余
の
賦
。

「
賦
」
つ
ま
り
は
税
金
の
種
類
は
九
種
類
で
あ
る
。
大
宰
に
あ
る
の

だ
か
ら
、
税
金
関
係
が
冢
宰
の
職
掌
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

鄭
玄
は
「
財
と
は
泉
・
穀
」
と
し
た
上
で
、「
賦
は
口
率
に
泉
を
出

す
な
り
。
今
の
算
泉
、
民 

或
は
之
を
賦
と
謂
ふ
は
、
此
れ
其
の
旧

名
か
」
と
注
す
る
。
王
安
石
は
、

下
は
職
の
共
す
る
を
以
て
之
を
貢
と
謂
ひ
、
上
は
政
の
取
る

を
以
て
之
を
賦
と
謂
ふ
。「
九
賦
を
以
て
財
賄
を
斂
む
」
と
は
、

之
を
才
し
て
以
て
利
と
為
す
、
之
を
財
と
謂
ふ
。
之
を
有
し
て

以
て
利
と
為
す
、
之
を
賄
と
謂
ふ
。
之
を
財
賄
と
謂
へ
ば
、
則

ち
貨
賄
と
言
ふ
と
異
な
れ
り
。
貨
は
言
と
し
て
之
を
化
し
て
以

て
利
と
為
す
な
れ
ば
、
則
ち
商
賈
の
事
な
り
。

と
ま
と
め
た
上
で
、
九
賦
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
す
る
。「
才
」
の
動

詞
的
な
用
法
で
の
意
味
は
「
さ
ば
く
」
で
あ
り
、「
賄
」
は
絹
織
物

で
あ
る
。
取
り
さ
ば
い
て
利
益
と
す
る
の
が
「
財
」
で
、
何
か
に
化

す
、
つ
ま
り
は
交
換
す
る
の
が
「
貨
」
で
あ
る
。「
化
」
す
の
は
商

人
の
す
る
こ
と
だ
か
ら
、「
貨
賄
」
と
い
わ
ず
「
財
賄
」
と
経
文
に

あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る（

（2
（

。
政
府
が
徴
収
し
た
上
で
取
り
さ
ば
く

財
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
冢
宰
の
役
割
に
あ
る
の
だ
か
ら
、「
さ
ば
く
」

主
体
は
冢
宰
で
あ
る
。

　

次
に
、「
九
式
」
の
経
文
は
以
下
で
あ
る
。

九
式
を
以
て
財
用
を
均
節
す
。
一
に
曰
く
祭
祀
の
式
。
二
に
曰

く
賓
客
の
式
。
三
に
曰
く
喪
荒
の
式
。
四
に
曰
く
羞
服
の
式
。

五
に
曰
く
工
事
の
式
。
六
に
曰
く
幣
帛
の
式
。
七
に
曰
く
芻
秣

の
式
。
八
に
曰
く
匪
頒
の
式
。
九
に
曰
く
好
用
の
式
。

「
式
」
を
鄭
玄
は
「
謂
ふ
こ
こ
ろ
は
財
を
用
い
る
の
節
度
な
り
」
と

す
る
の
で
、
先
ほ
ど
が
収
入
な
ら
こ
ち
ら
が
支
出
と
な
る
。
ま
た
、
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三
に
あ
る
「
荒
」
を
「
凶
年
な
り
」
と
す
る
た
め
、
飢
饉
ひ
い
て
は

天
災
に
応
じ
た
支
出
、
と
い
う
概
念
は
既
に
存
在
し
た
。

　

王
安
石
は
、
九
式
を
二
つ
に
区
分
す
る
。「
祭
祀
・
賓
客
・
喪
荒

は
人
治
の
大
な
る
も
の
な
り
」
と
し
て
、「
人
治
の
大
な
る
も
の 

廃

し
て
治
め
ざ
れ
ば
、
則
ち
亡
び
て
其
の
後
に
隨
ふ
」
と
、「
大
な
る

も
の
」
を
お
ろ
そ
か
に
す
れ
ば
滅
亡
し
て
次
の
王
朝
に
な
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。「
羞
服
（
王
の
飲
食
衣
服
）」「
工
事
（
＝
百
工
の
器
物
製

造
）」「
幣
帛
（
訪
問
の
道
中
や
、
贈
り
物
）」「
芻
秣
（
牛
馬
の
飼
料
）」「
匪

頒
（
＝
群
臣
へ
の
分
賜
）」「
好
用
（
＝
宴
会
に
お
け
る
群
臣
へ
の
分
賜
）」
は
、

そ
の
必
要
性
か
ら
こ
の
順
番
だ
が
、
国
家
の
興
廃
に
拘
わ
る
も
の
で

は
な
い
た
め
、「
大
な
る
も
の
」
と
は
区
別
さ
れ
る
。「
大
宰
は
九
式

を
以
て
財
用
を
均
節
」
す
る
。

邦
国
の
万
民
は
余
有
れ
ば
則
ち
多
く
取
り
礼
に
備
ふ
。
足
ら
ざ

れ
ば
則
ち
少
し
く
取
り
て
礼
を
殺
ぐ
。
其
の
財
を
用
い
る
や
、

邦
国
の
万
民
を
し
て
是
を
以
て
差
と
為
さ
し
む
れ
ば
、
此
れ
所

謂 

財
を
均
し
く
し
用
を
節
す
る
な
り
。

人
は
金
が
余
る
と
所
定
の
「
礼
」
よ
り
豪
華
に
振
る
舞
お
う
と
し
、

欠
乏
す
る
と
そ
れ
を
簡
素
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

に
、
支
出
を
調
整
す
る
の
が
冢
宰
の
役
目
で
あ
る
。

　

大
宰
の
項
の
終
わ
り
の
箇
所
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
王
安
石
の
注
を

検
討
し
て
い
く
。「
大
事
を
作
せ
ば
、
則
ち
百
官
を
戒
め
、
王
命
を

賛
く
。
王
、
治
朝
を
視
れ
ば
、
則
ち
賛
け
て
治
を
聴
く
。
四
方
の
聴

朝
を
視
る
も
、
亦
た
之
の
如
く
す
」。
こ
こ
で
王
安
石
は
、「
治
朝
」

に
「
王
」
と
い
い
、「
大
事
」
に
「
王
」
と
い
わ
な
い
の
を
指
摘
す

る
。 

則
ち
大
事
を
作
す
者
は
大
宰
な
る
が
故
な
り
。
蓋
し
命
な
る
も

の
は
君
の
出
す
所
に
し
て
、
之
を
事
と
す
る
は
臣
の
作
す
所
な

り
。
故
に
曰
く
「
坐
し
て
道
を
論
じ
る
、
之
を
三
公
と
謂
ふ
。

作
し
て
之
を
行
ふ
、
之
を
士
大
夫
と
謂
ふ
」
と
。
余
官
は
大
事

を
言
ふ
も
未
だ
作
す
と
言
ふ
こ
と
有
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
大
事
は

独
り
大
宰 

之
を
作
す
の
み
な
れ
ば
な
り
。

「
大
事
」
に
鄭
玄
は
『
左
伝
』
を
引
き
、「
祭
祀
」
と
「
戦
争
」
と
す

る
。
前
者
は
皇
帝
が
中
華
を
支
配
す
る
正
統
性
の
問
題
が
絡
み
、
後

者
は
夷
狄
と
の
戦
争
な
の
だ
か
ら
、
ど
ち
ら
も
「
大
な
る
も
の
」
と

同
じ
く
、
直
接
的
に
国
家
存
亡
に
絡
む
問
題
で
あ
る
。
そ
の
指
針
は

王
が
定
め
、
そ
れ
を
実
際
の
政
策
に
し
て
い
く
の
が
冢
宰
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
「
凡
そ
邦
の
小
治
は
則
ち
冢
宰 

之
を
聴
き
、
四
方
の
賓

客
の
小
治
を
待
つ
」
と
い
う
経
文
が
続
く
。
王
安
石
は
「
邦
の
小
治

を
聴
く
」
の
が
「
冢
宰
」
で
あ
り
、「
百
官 

焉
を
統
ぶ
る
」
た
め
と

す
る
。
ま
た
、「
四
方
の
賓
客
の
小
治
を
待
つ
」
を
、「
賓
客
の
治
は

王
に
詔
ぐ
る
こ
と
有
る
」
と
す
る
。

其
の
小
治
の
若
き
は
、
則
ち
大
宰 

之
を
専
ら
に
す
。
四
方
と

言
へ
ば
、
則
ち
特
に
邦
国
の
み
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
賓
客
の
小

治
は
、
特
に
邦
国
の
み
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
余
は
知
る
べ
し
。
此
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れ
も
亦
た
下
に
於
い
て
小
を
挙
げ
て
以
て
大
を
見
る
な
り
。

九
式
は
支
出
の
優
先
順
位
で
あ
り
、
そ
こ
で
外
交
は
「
大
な
る
も

の
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
決
済
者
の
問
題
と
な
る
と
、「
小
治
」

に
な
る
。
外
交
は
冢
宰
が
王
に
そ
の
決
定
を
「
詔
」
げ
る
だ
け
で
あ

る
。
大
事
は
王
の
命
を
「
賛
」
く
の
だ
か
ら
、
既
に
王
が
決
め
て

い
る
。
鄭
玄
は
「
大
事
は
王
に
決
す
。
小
事
は
冢
宰 

専
ら
平
に
す
」

と
し
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
大
事
」
の
決
定
以
外
の
殆
ど
は
、

冢
宰
の
職
掌
と
な
る
。 

　

大
宰
の
項
の
終
わ
り
は
、「
歳
の
終
に
は
則
ち
百
官
府
に
令
し
、

各
お
の
其
の
治
を
正
さ
し
め
其
の
会
を
受
く
。
其
の
致
事
を
聴
き
て
、

王
に
詔
げ
廃
置
す
。
三
歳
に
は
則
ち
大
い
に
羣
吏
の
治
を
計
り
て
之

を
誅
賞
す
」
と
な
る
。「
廃
置
」「
誅
賞
」
は
人
事
考
課
に
あ
た
る
。

王
安
石
は
こ
う
説
明
す
る
。

其
の
会
を
受
く
と
は
、
其
の
一
歳
の
功
事
財
用
の
計
を
受
く
。

其
の
致
事
を
聴
く
と
は
、
其
の
致
す
所
を
聴
き
、
上
に
告
げ
る

の
事
を
以
て
、
則
ち
其
の
吏
の
治
を
行
ふ
こ
と
知
る
べ
く
、
是

に
于
い
て
か
王
に
詔
げ
廃
置
す
。
然
る
に
此
れ
特
に
廃
置
を
為

す
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。

歳
の
終
わ
り
に
冢
宰
は
、
自
ら
の
属
す
る
天
官
だ
け
で
な
く
、
六
官

全
て
の
成
果
を
提
出
さ
せ
、
そ
れ
を
検
討
し
て
人
事
考
課
を
定
め
、

王
に
報
告
す
る
。
ま
ず
冢
宰
が
「
功
事
財
用
」
の
報
告
を
受
け
る
の

だ
か
ら
、「
財
用
」
は
重
視
さ
れ
る
。

　

冢
宰
に
と
っ
て
「
六
典
を
以
て
王
を
佐
け
邦
国
を
治
む
」
こ
と
が

「
其
の
職
の
大
な
る
も
の
」
で
、「
八
法
を
以
て
官
府
を
治
め
、
八
則

を
以
て
都
鄙
を
治
む
る
」
こ
と
が
「
其
の
職
の
小
な
る
も
の
」
で
あ

る
。「
先
ず
自
ら
其
の
職
を
治
め
、
然
る
後
に
王
に
詔
ぐ
る
に
其
の

職
を
以
て
す
。
上
は
則
ち
王
に
詔
ぐ
る
に
其
の
職
を
以
て
し
、
下
は

則
ち
民
に
任
ず
る
に
其
の
職
を
以
て
す
」
る
。
冢
宰
の
職
掌
に
、
王

の
輔
佐
と
官
府
・
都
鄙
の
統
治
が
あ
り
、
そ
の
職
務
を
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

民
に
任
ず
る
に
其
の
職
を
以
て
し
て
、
然
る
後
に
民
富
む
。
民

富
み
て
、
然
る
後
に
財
賄 

得
て
斂
む
べ
し
。
斂
む
れ
ば
則
ち

民
財
を
得
。
得
て
理
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
為
す
所

以
に
非
ず
。
財
用
を
均
節
す
れ
ば
、
則
ち
義
を
為
す
所
以
な

り
。
其
の
国
を
治
む
る
に
義
有
り
て
、
然
る
後
に
邦
国 

服
し

て
其
の
財 

致
す
べ
き
な
り
。
能
く
邦
国
の
財
を
致
し
て
、
然

る
後
に
王
者
の
富
を
為
す
。
富
み
て
然
る
後
に
邦
国
の
民 

聚

む
べ
し
。
聚
ま
り
て
以
て
之
を
繫
ぐ
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
散

る
。
繫
ぎ
て
以
て
之
を
治
む
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
乱
る
。

冢
宰
が
下
々
を
適
切
に
治
め
れ
ば
民
が
富
み
、
そ
の
上
で
税
収
が
得

ら
れ
る
。
民
衆
の
た
め
に
青
苗
法
を
作
っ
た
、
と
の
意
図
が
明
ら
か

に
な
る
。
そ
の
適
切
な
支
出
が
あ
れ
ば
王
（
＝
政
府
）
も
富
む
。
そ

し
て
民
も
集
ま
り
王
を
慕
う
。
で
な
け
れ
ば
民
は
離
散
し
、
王
朝
も

戦
乱
に
陥
る
。
統
治
と
適
切
な
理
財
の
関
係
は
明
確
に
示
さ
れ
る
。
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87　宰相の職掌

こ
れ
が
冢
宰
の
職
掌
に
於
い
て
述
べ
ら
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
。

万
民
を
し
て
治
を
観
し
め
、
冢
宰 

典
を
施
し
則
を
施
し
法
を

施
し
、
大
祭
祀
・
大
朝
覲
・
会
同
・
大
喪
・
大
事
・
賓
客
の
小

治
を
待
つ
に
至
る
ま
で
、
則
ち
皆
な
其
の
治
む
る
所
以
な
り
。

其
の
会
を
受
け
其
の
致
事
を
聴
く
、
夫
れ
群
吏
の
治
を
計
り
王

に
詔
げ
て
廃
置
・
誅
賞
す
れ
ば
、
則
ち
其
れ
治
の
終
始
を
成
す

所
な
り
。

治
の
「
大
な
る
も
の
」
の
実
施
か
ら
「
小
治
」
ま
で
、
財
政
を
根
本

と
し
て
冢
宰
が
統
括
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
実
効
後
に
適
切
な
人
事

考
課
を
す
る
の
も
冢
宰
で
あ
っ
た
。
外
交
面
及
び
、
そ
れ
が
中
心
か
、

そ
れ
に
限
定
さ
れ
る
か
、
で
差
異
は
あ
る
が
、
春
台
の
先
駆
的
な
存

在
と
い
え
よ
う
。
ま
た
は
、
王
安
石
以
降
否
定
さ
れ
た
見
解
に
、
春

台
が
再
び
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
文
献
通
考
』
巻
四
十
九
・
職
官
考
三
「
宰
相
」
で
は
、
財
政
を

主
と
す
る
と
い
っ
た
認
識
は
見
ら
れ
な
い（

（2
（

。
恵
帝
・
高
后
が
「
左
右

丞
相
」
を
置
い
た
が
、
文
帝
が
丞
相
を
一
人
に
戻
し
た
、
と
『
漢

書
』
百
官
公
卿
表
の
記
事
を
引
い
た
後
、
注
と
し
て
「
張
陳
王
周

伝
」
を
引
く
。
周
勃
が
右
丞
相
、
陳
平
が
左
丞
相
の
時
、
文
帝
が
周

勃
に
「
天
下 

一
歳
の
決
獄
は
幾
何
」、「
天
下
の
銭
穀 

一
歳
の
出
入

は
幾
何
」
と
下
問
す
る
も
、
周
没
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

陳
平
に
聞
く
。

平
曰
く
、「
主 

有
る
者
な
り
。
宰
相
な
る
も
の
は
、
上
は
天
子

を
佐
け
て
陰
陽
を
理
め
、
四
時
に
順
ひ
、
下
は
万
物
の
宜
を
遂

げ
、
外
は
四
夷
・
諸
侯
を
鎮
め
、
内
は
百
姓
を
親
附
さ
せ
、
卿

大
夫
を
し
て
各
の
其
の
職
に
任
ず
る
を
得
し
む
。」
と
。
上 

之

を
善
し
と
す
。
勃 

謝
病
し
て
、
相
を
免
ず
る
を
請
ふ
。
平 

専

ら
一
丞
相
と
為
る
。

前
漢
の
時
点
で
、
宰
相
に
具
体
的
な
職
掌
は
な
い
方
が
理
想
と
さ
れ

て
い
た
（
裁
判
や
収
支
の
予
算
な
ど
の
具
体
的
な
数
を
知
る
の
は
担
当
官
の
職

務
に
過
ぎ
な
い
）。
そ
し
て
、『
新
唐
書
』
百
官
志
一
を
引
く
。

宰
相
は
事
と
し
て
統
べ
ざ
る
こ
と
無
し
。
故
に
一
職
名
を
以
て

官
と
せ
ず
。
開
元
よ
り
以
後
、
常
に
以
て
他
職
を
領
し
、
実
に

其
の
事
を
重
ね
ん
と
欲
し
、
而
し
て
反
て
宰
相
の
体
を
軽
ろ
ん

ず
。
故
に
時
と
し
て
用
兵
に
方
れ
ば
、
則
ち
節
度
使
為
り
。
時

と
し
て
儒
学
を
崇
べ
ば
、
則
ち
大
学
士
為
り
。
時
に
財
用
に
急

な
れ
ば
、
則
ち
塩
鉄
転
運
使
為
り
。
又
た
其
の
甚
し
け
れ
ば
、

則
ち
延
資
庫
使
為
り
。
国
史
に
至
り
て
、
太
清
宮
の
類
、
其
の

名 

頗
る
多
く
、
皆
な
取
る
に
足
ら
ず
。

宰
相
は
全
て
の
統
括
者
で
あ
り
、
特
定
の
職
掌
に
特
化
さ
せ
る
の
は

問
題
で
あ
る
。
馬
端
臨
は
按
語
で
「
然
る
に
宰
相
な
る
者
は
、
百
官

を
総
べ
、
天
子
を
弼
け
、
既
に
当
に
之
を
他
官
と
儕
と
す
べ
か
ら
ず
、

而
し
て
其
の
上
は
則
ち
当
に
復
た
貴
官
有
る
べ
か
ら
ず
」
と
断
定
す

る
。

　
『
文
献
通
考
』
で
宰
相
は
、
百
官
の
長
と
し
て
特
定
の
職
掌
に
限
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定
さ
れ
な
い
皇
帝
の
輔
弼
者
、
と
さ
れ
て
い
た
。
歴
史
的
事
実
と
し

て
は
、
宰
相
が
特
定
の
職
掌
に
特
化
し
た
こ
と
は
幾
度
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
望
む
べ
き
事
態
で
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
王

安
石
の
宰
相
論
は
歴
史
か
ら
す
れ
ば
一
理
あ
る
も
、
儒
学
的
に
は
問

題
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

  

明
末
の
大
儒
・
黄
宗
羲
の
『
明
夷
待
訪
録
』
も
制
度
論
・
政
治
理

論
と
し
て
興
味
深
く
、
宰
相
を
置
相
篇
で
論
じ
て
い
る（

（2
（

。
そ
も
そ
も

明
が
宰
相
を
置
か
ず
皇
帝
の
独
裁
で
あ
っ
た
か
ら
滅
ん
だ
、
と
黄
宗

羲
は
主
張
し
て
い
る
た
め
、
彼
が
宰
相
に
求
め
る
役
割
は
天
子
と
同

等
の
も
の
で
あ
る
。

宰
相
は
一
人
に
し
て
、
参
知
政
事
は
常
員
無
し
。
毎
日
、
便
殿

に
て
政
を
議
し
、
天
子
は
南
面
し
て
、
宰
相
・
六
卿
・
諫
官
は

東
西
に
面
し
て
次
を
以
て
坐
す
。
其
の
執
事
に
は
皆
な
士
人

を
用
ふ
。
凡
そ
章
奏
の
進
呈
は
、
六
科
の
給
事
中 
之
を
主
る
。

給
事
中
は
以
て
宰
相
に
白
し
、
宰
相
は
以
て
天
子
に
白
し
、
同

に
可
否
を
議
し
、
天
子 

批
紅
す
。
天
子 

尽
く
す
る
こ
と
能
は

ざ
れ
ば
、
則
ち
宰
相 

之
を
批
し
、
六
部
に
下
し
て
施
行
す
。

こ
こ
に
、
宰
相
の
権
限
を
人
事
と
理
財
に
特
化
す
る
考
え
は
見
ら
れ

な
い
。
王
安
石
及
び
春
台
の
宰
相
論
は
、
共
に
そ
れ
ま
で
儒
教
思
想

史
上
で
否
定
さ
れ
て
き
た
も
の
を
正
当
化
す
る
主
張
で
あ
っ
た
。

四
、
春
台
と
利
息

　

青
苗
法
は
利
息
の
問
題
で
批
判
さ
れ
た
が
、
春
台
は
「
利
息
」
を

否
定
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
そ
う
で
は
な
い
。『
経
済
録
』
巻

五
「
食
貨
」
で
利
息
に
言
及
す
る
。

民
ノ
家
々
ヨ
リ
、
其
貧
富
ニ
応
ジ
テ
、
毎
年
粟
麦
一
石
以
下
ヲ

出
サ
シ
メ
、
是
ヲ
聚
テ
其
在
所
ノ
倉
ニ
蔵
メ
、
其
里
ノ
父
老
是

ヲ
主
ド
リ
、
常
ニ
蓄
置
テ
、
凶
年
飢
餓
ノ
ト
キ
ニ
之
ヲ
出
シ
テ

其
難
ヲ
済
ハ
シ
ム
、
是
ヲ
義
倉
ト
イ
フ
。
民
間
ニ
テ
互
ニ
相
恤

デ
、
急
難
ヲ
済
フ
ガ
故
ニ
、
義
ト
名
ヅ
ケ
タ
リ
。

先
ず
春
台
は
こ
の
よ
う
に
義
倉
を
説
明
し
、
武
士
を
対
象
と
し
た
義

倉
を
提
案
す
る
。
大
名
か
ら
小
給
の
も
の
ま
で
、
一
律
に
石
高
給
与

か
ら
二
十
分
の
一
を
出
さ
せ
て
資
金
と
し
、
武
士
の
中
か
ら
「
算
数

ニ
達
シ
、
精
白
ナ
ル
者
」
を
選
ん
で
義
倉
を
運
営
さ
せ
る
。
凶
作
で

禄
食
が
不
作
の
時
に
そ
れ
を
出
す
。
ま
た
、
江
戸
の
藩
邸
あ
る
い

は
国
元
の
ど
ち
ら
で
も
、
火
災
が
あ
れ
ば
そ
の
被
害
者
に
与
え
る
か

「
貸
ス
」。
家
に
不
幸
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
は
婚
姻
な
ど
で
急
の
出
費

の
時
、
金
な
り
穀
な
り
を
「
貸
ス
ベ
」
き
で
、
金
額
の
多
寡
に
よ
っ

て
返
済
期
限
は
変
動
す
る
に
し
ろ
、「
是
ニ
利
息
ヲ
出
サ
シ
ム
ベ
シ
」

と
断
言
す
る
。

息
ハ
米
一
石
ニ
一
月
一
升
程
ヲ
定
ト
ス
ベ
シ
、
金
銀
ノ
息
モ
之
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ニ
准
ズ
ベ
シ
。
此
義
倉
ニ
還
ス
所
ノ
本
利
ハ
、
皆
毎
年
ノ
禄
俸

ノ
内
ニ
テ
引
取
ル
ベ
シ
。
凡
士
人
ノ
家
ニ
不
虞
ノ
コ
ト
在
テ
、

用
度
不
足
ス
レ
バ
、
外
ヨ
リ
借
用
ス
ル
ニ
、
許
多
利
息
ヲ
出
シ
、

或
ハ
其
金
ヲ
急
ニ
責
ラ
レ
テ
困
究
シ
、
其
上
ニ
猶
窮
迫
ス
レ
バ
、

武
具
馬
具
ヨ
リ
始
テ
、
累
代
ノ
重
宝
ヲ
モ
斥
売
シ
、
平
日
ノ
衣

服
迄
モ
典
当
シ
テ
、
奉
公
ノ
務
モ
成
難
キ
ニ
至
ル
者
多
シ
。
今

ノ
士
人
ノ
廉
恥
ヲ
虧
ギ
、
節
義
ヲ
失
フ
、
皆
是
ヨ
リ
起
ル
也
。

対
象
が
武
士
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
借
用
先
が
高
利
貸
し

だ
と
返
済
の
た
め
に
必
要
な
も
の
も
売
り
払
っ
て
困
窮
す
る
の
で
、

低
金
利
政
策
が
必
要
だ
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
青
苗
法

と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
。

義
倉
ノ
金
穀
ヲ
貸
シ
テ
、
是
ニ
利
息
ヲ
出
サ
シ
ム
ル
ハ
、
如
何

ト
思
フ
人
モ
有
ベ
キ
ガ
、
典
舗
モ
子
銭
家
モ
、
皆
厚
利
ヲ
貪
テ

借
ス
者
也
。
外
ニ
向
テ
厚
利
ヲ
出
サ
ン
ヨ
リ
義
倉
ニ
入
ル
ル
ハ
、

己
ガ
府
庫
ニ
入
ル
ル
ガ
如
シ
。
人
ヲ
憑
ミ
奔
走
ス
ル
労
モ
ナ
ク
、

時
々
ニ
責
ラ
ル
ル
患
モ
ナ
ケ
レ
バ
、
義
倉
ヨ
リ
借
ル
ハ
、
士
人

ノ
為
ニ
甚
便
利
也
。

利
息
が
ま
た
義
倉
に
入
る
の
な
ら
ば
、
悪
辣
な
高
利
貸
し
に
利
益
を

も
た
ら
す
よ
り
良
い
。
青
苗
法
の
運
営
費
が
必
要
で
あ
る
、
と
し
て

利
息
の
用
途
を
細
か
く
説
明
し
て
い
る
王
安
石
と
比
べ
、
そ
の
利

息
に
義
倉
の
残
高
を
増
や
す
た
め
以
外
の
説
明
は
な
く
、
先
ほ
ど

の
「
算
数
ニ
達
シ
、
精
白
ナ
ル
者
」
へ
の
俸
給
な
ど
を
こ
こ
か
ら
出

す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
王
安
石
が
「
䑕
雀
の
耗
」
と
言
及
し
た
よ

う
に
、
鼠
等
に
食
べ
ら
れ
た
り
、
痛
ん
で
し
ま
う
可
能
性
を
考
え
れ

ば
、
義
倉
の
残
高
を
維
持
す
る
に
も
利
息
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
法
が
成
立
し
た
後
に
他
に
借
金
・
質
入
れ
を
禁
じ
る
の
は
、
高
利

貸
し
・
質
屋
を
抑
え
込
む
目
的
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
撲
滅
を
意
識
し

た
青
苗
法
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
返
済
を
毎
年
の
石
高
・
給
金

か
ら
計
画
的
に
払
っ
て
い
け
る
の
か
。
そ
の
よ
う
に
家
計
を
計
画
的

に
さ
せ
る
目
的
が
あ
る
に
し
ろ
、
自
転
車
操
業
的
に
な
る
可
能
性
は

高
い
だ
ろ
う
。

凡
人
ハ
平
生
無
事
ノ
日
ニ
、
侈
ヲ
戒
シ
メ
用
ヲ
節
シ
テ
、
少
ヅ

ツ
モ
貨
財
ヲ
余
シ
テ
儲
蓄
シ
テ
、
不
虞
ニ
備
フ
ベ
キ
義
ナ
レ
ド

モ
、
遠
慮
ア
ル
人
ハ
罕
ニ
テ
、
目
前
ノ
事
ノ
ミ
ヲ
営
ム
者
多
ケ

レ
バ
、
縦
上
ヨ
リ
号
令
ヲ
出
シ
テ
モ
、
私
家
ニ
不
虞
ノ
備
ヲ
ナ

ス
者
ハ
、
百
人
ニ
一
人
也
。

王
安
石
の
人
間
観
と
違
い
は
あ
ま
り
な
い
。
目
先
の
こ
と
ば
か
り
で
、

将
来
の
こ
と
な
ど
考
え
ず
に
散
財
す
る
、
そ
う
し
た
人
間
が
大
半
だ

と
み
て
い
る
。

義
倉
ハ
国
儲
ニ
テ
、
一
人
ノ
蓄
ニ
非
ズ
。
納
ム
ル
ニ
法
ア
リ
、

出
ス
ニ
制
有
テ
自
由
ナ
ラ
ズ
。
毎
年
禄
俸
ノ
内
ニ
テ
、
少
許
ノ

米
ヲ
引
取
ラ
ル
ル
ハ
、
定
マ
レ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
私
家
ヨ
リ
新

ニ
出
ス
如
ク
ニ
ハ
ア
ラ
デ
、
左
ノ
ミ
苦
ム
コ
ト
モ
ナ
シ
。
凡
士

民
ハ
千
万
人
ノ
心
不
同
ニ
テ
、
政
ノ
利
害
ヲ
受
ル
処
モ
一
様
ナ
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ラ
ネ
ド
モ
、
不
虞
ノ
コ
ト
ア
ル
ニ
及
デ
、
財
用
ノ
不
足
ヲ
苦

ム
コ
ト
ハ
衆
人
同
然
也
。
サ
レ
バ
君
上
ノ
下
ヲ
統
御
ス
ル
ハ
、

小
々
ノ
利
害
ニ
拘
ラ
ズ
、
不
虞
ノ
急
難
ヲ
済
フ
ベ
キ
方
術
ヲ
常

ニ
思
惟
シ
テ
、
無
事
ノ
日
ニ
其
備
ヲ
ナ
ス
、
是
ヲ
善
政
ト
イ
フ
。

制
限
を
か
け
ら
れ
た
方
が
、
思
う
儘
に
な
ら
な
い
た
め
に
贅
沢
を
し

な
い
。
ま
た
、
天
引
き
さ
れ
て
義
倉
に
行
く
な
ら
ば
、
給
料
を
も
ら

っ
た
後
に
徴
収
さ
れ
る
よ
り
受
け
入
れ
や
す
い
。
各
人
の
立
場
に
よ

っ
て
利
害
関
係
は
様
々
だ
が
、
災
害
な
ど
急
に
起
こ
っ
た
被
害
を
救

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
同
様
、
だ
か
ら
義
倉
を
作
る
べ
き
で
あ

る
。
天
災
が
繰
り
返
し
起
こ
っ
た
綱
吉
公
の
治
世
に
生
き
た
春
台
だ

け
に
、「
不
虞
ノ
急
難
」
へ
の
救
済
は
念
頭
に
強
く
残
っ
て
い
た
。

五
、
海
保
青
陵
の
王
安
石
論

　

王
安
石
を
徳
川
日
本
で
好
意
的
に
論
じ
た
人
物
は
い
る
の
か
。
海

保
青
陵
は
数
少
な
い
該
当
者
で
あ
る（

（2
（

。
そ
の
著
書
『
稽
古
談
』
は
、

「
稽
ハ
禾
ニ
従
ヒ
、
尤
ニ
従
ヒ
、
旨
ニ
従
ヒ
」
と
始
ま
る
。
つ
ま
り
、

「
稽
」
の
字
を
部
分
毎
に
分
割
し
て
検
討
し
、「
稽
」
の
字
義
を
定
め

る
手
法
で
あ
る
（
青
陵
も
『
周
官
新
義
』
は
読
め
な
い
は
ず
な
の
だ
が
）。

　
『
稽
古
談
』
を
通
じ
て
青
陵
は
『
周
礼
』
に
言
及
し
、
尊
重
し
て

い
る
（
た
だ
し
、
周
公
の
作
で
は
な
く
、
実
行
さ
れ
て
も
い
な
い
、
と
し
て
い

る
）。
そ
れ
は
「
周
礼
ハ
皆
運
上
ア
リ
」
と
し
て
「
民
ニ
米
銭
ヲ
カ

シ
テ
利
息
ヲ
取
ル
法
」
と
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
タ

ダ
王
安
石
一
人
ス
サ
マ
ジ
キ
政
事
名
人
」
と
し
、「
王
安
石
ハ
周
礼

ニ
モ
ト
ヅ
キ
テ
法
ヲ
組
ミ
カ
ヘ
タ
リ
。
法
ハ
周
礼
ノ
法
也
。
ド
レ
モ

ド
レ
モ
ヨ
キ
法
也
」
と
断
言
し
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
冢
宰
に

つ
い
て
、

古
ヘ
天
下
一
ノ
貴
人
御
役
人
ノ
、
ト
ン
ト
ノ
上
席
冢
宰
ト
云
役

目
ノ
人
ノ
役
ヲ
王
制
ニ
モ
カ
キ
テ
ア
ル
通
リ
、
御
勝
手
ノ
出
入

ノ
コ
ト
ヲ
シ
ラ
ベ
ル
役
也
。
君
子
ハ
ウ
リ
カ
イ
算
用
ニ
カ
マ
ハ

ズ
バ
、
古
ヘ
ノ
冢
宰
出
入
ノ
コ
ト
ニ
カ
マ
ハ
ヌ
ハ
ヅ
也
。
国
ノ

総
体
入
高
ヲ
算
用
シ
テ
、
其
惣
入
高
ノ
三
分
二
ニ
テ
国
ノ
入
用

ヲ
シ
マ
フ
ヨ
ウ
ニ
シ
テ
、
三
分
一
ヲ
バ
ノ
コ
シ
テ
オ
キ
テ
、
タ

ク
ハ
ヘ
ニ
ス
ル
コ
ト
也
。
是
冢
宰
ノ
役
目
也
。

と
国
家
財
政
の
支
出
収
入
を
職
掌
に
し
て
い
る
点
は
、
春
台
と
同
様

で
あ
る
（
た
だ
し
、
人
事
に
触
れ
な
い
）。
青
陵
が
春
台
の
学
統
に
つ
な

が
る
の
を
踏
ま
え
れ
ば
当
然
か
も
し
れ
な
い
（
青
陵
は
学
派
な
る
も
の

を
嫌
う
の
だ
が
）。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、『
稽
古
談
』
で
『
周
礼
』
は
王

安
石
と
関
連
し
て
語
ら
れ
る
の
が
多
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

王
安
石
に
つ
い
て
重
要
な
の
は
、
巻
二
の
次
の
一
節
で
あ
る
。

王
荊
公
ハ
立
派
ナ
ル
家
柄
ニ
テ
一
代
ノ
儒
宗
也
。
ソ
ノ
ス
サ
マ

ジ
キ
力
量
ニ
テ
、
興
利
ヲ
カ
ネ
タ
ル
人
ナ
レ
バ
上
手
ナ
ル
ハ
ズ

也
。
唯
、
世
上
ノ
人
情
ニ
ウ
ト
キ
キ
ミ
ア
ル
人
物
ユ
ヘ
ニ
、
ヤ

ワ
ラ
カ
ニ
ユ
カ
ヌ
キ
ミ
ア
リ
。
儒
者
ヲ
ヒ
ラ
ツ
ツ
ブ
シ
ニ
ツ
ブ
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ソ
フ
ト
ス
ル
キ
ミ
ア
リ
タ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
敵
大
勢
ナ
リ
シ
也
。
如

シ
周
礼
ノ
法
ヲ
今
ニ
行
ハ
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
王
荊
公
ノ
シ
ワ
ザ
ヲ

ヨ
ク
心
得
テ
、
ヤ
ワ
ラ
カ
ニ
敵
ノ
テ
キ
タ
ハ
ヌ
ヨ
フ
ニ
ス
ベ
キ

也
。

青
陵
が
ど
れ
ほ
ど
王
安
石
の
文
を
読
ん
で
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

徳
川
思
想
史
に
於
い
て
市
場
経
済
を
肯
定
的
に
検
討
し
た
嚆
矢
と
も

い
え
る
青
陵
が
、「
理
財
」「
利
息
」
と
い
う
儒
者
が
そ
れ
ま
で
忌
避

し
た
概
念
に
積
極
的
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
王
安
石
に
高
い
評
価

を
与
え
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

結
　
『
周
礼
』
は
王
莽
の
時
代
か
ら
、
政
治
・
制
度
改
革
を
主
張
す
る

人
物
に
重
視
さ
れ
て
き
た
。「
道
学
」
派
と
さ
れ
る
張
載
も
『
周
礼
』

に
よ
る
改
革
を
志
し
、
朱
熹
も
『
周
礼
』
を
重
視
し
て
い
る
。
日
本

の
幕
末
に
於
い
て
、
会
沢
正
志
斎
に
は
『
周
礼
』
の
注
釈
書
が
あ
っ

た（
（2
（

。
近
年
明
治
維
新
に
於
け
る
『
周
礼
』
を
論
じ
た
も
の
も
あ
る（

（2
（

。

『
周
礼
』
の
思
想
史
は
、
制
度
改
革
の
思
想
史
で
も
あ
る（

（2
（

。

　

徂
徠
学
は
、
徳
川
の
世
が
「
甲
冑
ノ
入
（
要
る
）」
世
に
陥
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
、
と
い
う
危
機
感
か
ら
制
度
の
「
立
替
」
を
主
張
し
た（

（2
（

。

徂
徠
の
危
機
意
識
を
受
け
継
い
だ
春
台
が
、『
周
礼
』
を
重
ん
じ
た

制
度
構
想
を
作
り
上
げ
る
の
も
、
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
は
ま
ず
、
太
宰
春
台
の
宰
相
論
と
人
間
論
に
注
目
し
て
、
王

安
石
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
。
両
者
の
思
想
全
体
に
つ
い
て
、
詳

細
に
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は
無
い
。
し
か
し
、「
功
利
」
と
「
人

間
」
論
は
、
ま
さ
に
「
道
学
」
が
「
王
学
」（
王
安
石
の
学
派
）
を
批

判
す
る
際
に
重
視
し
た
点
で
あ
り
、
近
年
宋
代
の
思
想
史
を
王
学
か

ら
道
学
へ
の
変
遷
と
す
る
見
方
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。「
功
利
」

を
重
ん
じ
「
申
韓
刑
名
」
的
で
あ
る
、
と
王
安
石
は
批
判
さ
れ
て
い

た
。
面
白
い
こ
と
に
、
徂
徠
学
も
同
様
、「
功
利
」
で
「
申
韓
刑
名
」

的
と
い
う
批
判
を
さ
れ
て
い
る
。

　

王
安
石
は
、「
夫
れ
天
下
の
衆
を
合
す
る
も
の
は
財
、
天
下
の
財

を
理
む
る
も
の
は
法
、
天
下
の
法
を
守
る
も
の
は
吏
」
と
し
て
、
財

と
法
と
吏
の
関
連
を
主
張
す
る
（「
度
支
副
使
庁
壁
題
名
記
」〈
巻
八
二
〉）。

　

春
台
は
『
経
済
録
』「
法
令
」
で
、「
国
家
ハ
法
ヲ
以
テ
治
ム
ル
ヲ

便
利
」
と
し
、「
先
王
ノ
道
ヲ
本
ト
シ
テ
、
忠
恕
ノ
心
ヲ
以
テ
行
ハ

バ
、
商
鞅
・
申
不
害
・
韓
非
ガ
法
モ
、
皆
国
家
ニ
益
ア
リ
テ
、
善

治
ヲ
開
」
く
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
王
安
石
は
商
鞅
を
称
え
て
い
た
、

と
い
う
記
事
が
『
宋
史
』
に
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
富
国
強
兵
を
推

し
進
め
た
と
王
安
石
は
同
時
代
で
既
に
批
判
さ
れ
て
い
た
が
、
春

台
は
『
経
済
録
』「
食
貨
」
で
「
富
国
強
兵
ヲ
覇
者
ノ
術
ト
イ
フ
ハ
、

後
世
ノ
腐
儒
ノ
妄
説
」
と
し
て
、「
聖
人
ノ
天
下
ヲ
治
ル
道
、
富
国

強
兵
ニ
非
ル
ハ
ナ
シ
」
と
断
ず
る
。「
統
治
の
学
」
と
し
て
、
断
片

的
と
は
言
え
な
い
ほ
ど
に
共
通
項
は
多
い（

（3
（

。
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道
学
・
朱
子
学
は
王
学
に
対
抗
す
る
形
で
定
立
し
て
い
き
、
今
度

は
そ
の
朱
子
学
に
対
抗
し
て
徂
徠
学
が
確
立
し
た
。
春
台
が
そ
れ
を

意
図
・
自
覚
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
春
台
の
学
問
は
、

朱
子
学
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
結
果
、
朱
子
学
が
乗
り
越
え
よ
う

と
し
た
も
の
を
再
発
見
す
る
形
で
形
成
さ
れ
た
。
そ
こ
に
王
安
石
の

名
前
は
明
示
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
奇
妙
な
ま
で
の
類
似
性
を
、
王

安
石
と
春
台
は
そ
の
統
治
理
論
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
（
1
）　

濱
野
靖
一
郎
『
頼
山
陽
の
思
想

─
日
本
に
お
け
る
政
治
学
の

誕
生
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
、
以
下
「
拙
著
」）
を
参
照
。

ま
た
、
荻
生
徂
徠
、
太
宰
春
台
に
つ
い
て
も
同
書
を
参
照
。

（
2
）　
『
太
平
策
』『
弁
名
』
は
吉
川
幸
次
郎
編
『
荻
生
徂
徠
』（
日
本

思
想
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
）
に
よ
り
、『
政
談
』
は
平

石
直
昭
校
注
『
政
談

─
服
部
本
』（
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
二

〇
一
一
）
に
よ
り
、『
答
問
書
』
は
島
田
虔
次
編
『
荻
生
徂
徠
全
集
』

第
一
巻
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
）
に
よ
る
。

（
3
）　

徂
徠
と
「
礼
」
に
つ
い
て
は
、
高
山
大
毅
『
近
世
日
本
の
「
礼

楽
」
と
「
修
辞
」』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
）
を
参
照
。

（
4
）　

春
台
が
「
決
断
」
を
重
視
す
る
の
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
拙

著
を
参
照
。

（
5
）　
『
経
済
録
』
は
滝
本
誠
一
編
『
日
本
経
済
大
典
』
第
九
巻
（
鳳

文
書
館
、
一
九
九
二
）
に
よ
る
。

（
6
）　

こ
こ
に
外
交
が
無
い
の
は
時
代
状
況
故
で
あ
る
。
日
本
で
は
松

平
定
信
ま
で
（
つ
ま
り
は
ロ
シ
ア
船
の
来
寇
問
題
が
起
こ
る
ま
で
）、

最
重
要
課
題
と
は
見
な
し
が
た
か
っ
た
。

（
7
）　

土
田
健
次
郎
「
王
安
石
に
於
け
る
学
の
構
造
」（『
道
学
の
形

成
』
第
六
章
第
一
節
、
創
文
社
、
二
〇
〇
二
）
は
、
王
安
石
が
災
害

を
恒
常
的
現
象
と
み
て
い
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
8
）　

徂
徠
は
『
周
礼
』
を
重
視
し
て
い
る
が
、『
徂
徠
先
生
答
問
書
』

中
巻
で
「
王
莽
・
王
安
石
が
『
周
礼
』
は
毒
を
天
下
に
流
し
候
」
と

批
判
も
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
徂
徠
が
制
度
よ
り
も
人
材

が
重
要
だ
、
と
主
張
す
る
文
脈
上
の
も
の
で
、
そ
の
論
旨
は
王
安
石

の
制
度
・
人
材
論
と
極
め
て
近
似
し
て
い
る
（
王
安
石
の
人
材
論
に

つ
い
て
は
土
田
前
掲
論
文
を
参
照
）。『
周
礼
』
研
究
に
つ
い
て
は
、

宇
野
精
一
『
中
国
古
典
学
の
展
開
』（『
宇
野
精
一
著
作
集
』
第
一
巻
、

明
治
書
院
、
一
九
八
六
）、
本
田
二
郎
『
周
礼
通
釈
』（
上
下
、
秀
英

出
版
、
一
九
七
七
─
一
九
七
九
）、
間
嶋
潤
一
『
鄭
玄
と
『
周
礼
』』

（
明
治
書
院
、
二
〇
一
〇
）、
井
ノ
口
哲
也
『
後
漢
経
学
研
究
序
説
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
）、
渡
辺
義
浩
「
王
莽
の
経
済
政
策
と
『
周

礼
』」（『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
第
五
十
一
号 

池
田
教
授
・
三
浦

教
授
退
休
記
念
号
』
二
〇
一
二
）、
ま
た
『
朱
子
語
類
』
の
『
周
礼
』

へ
の
言
及
の
訳
注
で
、
井
澤
耕
一
「『
朱
子
語
類
』
巻
第
八
十
六 

礼

三 
周
礼 

総
論
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
別
冊
』
二
〇
〇
九
）

を
参
照
。
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（
9
）　

王
安
石
に
は
、
東
一
夫
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
。『
周
官
新

義
』
に
関
す
る
研
究
は
、
古
く
は
諸
橋
轍
次
『
儒
学
の
目
的
と
宋
儒

の
活
動
』（『
諸
橋
轍
次
著
作
集
』
第
一
巻
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七

五
）
か
ら
、
庄
司
荘
一
「
王
安
石
『
周
官
新
義
』
の
大
宰
に
つ
い

て
」（『
中
国
哲
史
文
学
逍
遥
』
角
川
書
店
、
一
九
九
三
）、
土
田
前

掲
論
文
、
吾
妻
重
二
「
王
安
石
『
周
官
新
義
』
の
考
察
」（『
宋
代
思

想
の
研
究
』
第
二
章
、
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
）、
小
島
毅

「
王
安
石
か
ら
朱
熹
へ
」（
小
島
康
敬
編
『「
礼
楽
」
文
化
』
ぺ
り
か

ん
社
、
二
〇
一
三
）
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
全
肖
豊
「
王
安
石

の
士
大
夫
政
治
思
想
に
関
す
る
研
究
」（
名
古
屋
大
学
博
士
学
位
論

文
、
二
〇
一
三
）
に
於
い
て
、
王
安
石
研
究
の
先
行
研
究
一
覧
が
日

本
語
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
中
国
語
・
英
語
の
も
の
も
整
理
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
は
土
田
氏
、
吾
妻
氏
の
論
攷
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て

い
る
。

（
10
）　

四
部
叢
刊
初
編
『
臨
川
先
生
文
集
』
に
よ
る
。
新
法
に
つ
い
て

は
東
一
夫
『
王
安
石
事
典
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
〇
）
を
参
照
。

（
11
）　

諸
橋
前
掲
書
を
参
照
。

（
12
）　

土
田
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
13
）　

拙
著
を
参
照
。

（
14
）　

王
安
石
の
「
義
・
利
」
に
つ
い
て
は
、
土
田
健
次
郎
「
楊
時
の

場
合
」（
土
田
前
掲
書
）
を
参
照
。

（
15
）　

四
部
叢
刊
廣
編
『
書
集
伝
』
に
よ
る
。

（
16
）　
「
委
任
」
の
用
例
に
限
れ
ば
、『
史
記
』『
漢
書
』『
群
書
治
要
』

『
貞
観
政
要
』
に
陳
平
と
関
連
し
た
も
の
は
な
い
。
と
は
い
え
、
春

台
が
王
安
石
の
「
委
任
」
を
下
敷
き
に
し
た
と
断
定
す
る
の
も
早
計

で
あ
る
。

（
17
）　
「
万
言
書
」
こ
と
「
上
仁
宗
皇
帝
言
事
書
」
に
つ
い
て
、
宮

崎
市
定
『
中
国
政
治
論
集
』（『
宮
崎
市
定
全
集
』
別
巻
、
岩
波
書

店
、
一
九
九
三
）
所
収
の
も
の
を
参
考
と
し
た
。

（
18
）　

吉
川
裕
「
松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
本
『
蘐
園
蔵
書
目
録
』
に
つ

い
て
」（
共
同
研
究
「
山
鹿
素
行
関
連
文
献
の
基
礎
的
研
究
」
第
一

回
研
究
会
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
一
七
）
を
参
照
。

（
19
）　
『
周
官
新
義
』『
尚
書
新
義
』
は
程
元
敏
『
三
経
新
義
輯
考
彙

評
』（
国
立
編
訳
館
主
編
、
一
九
八
七
）
に
よ
る
。

（
20
）　

土
田
「
王
安
石
に
於
け
る
学
の
構
造
」
を
参
照
。

（
21
）　
『
尚
書
新
義
』
お
よ
び
、
そ
れ
に
対
す
る
林
之
奇
の
批
判
に
つ

い
て
は
、
青
木
洋
司
『
宋
代
に
お
け
る
『
尚
書
』
解
釈
の
基
礎
的
研

究
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
四
）、
小
島
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
22
）　

賦
と
貢
は
、
天
官
「
大
府
」
に
詳
し
い
。

（
23
）　
『
文
献
通
考
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
）
に
よ
る
。

（
24
）　

拙
著
を
参
照
。『
明
夷
待
訪
録
』
は
山
井
湧
『
黄
宗
羲
』（
人
類

の
知
的
遺
産
、
講
談
社
、
一
九
八
三
）
に
よ
る
。

（
25
）　
『
稽
古
談
』
は
蔵
並
省
自
編
『
海
保
青
陵
全
集
』（
八
千
代
出

版
、
一
九
七
六
）
に
よ
る
。
王
安
石
と
青
陵
と
の
比
較
に
つ
い
て
は

東
一
夫
『
日
本
中
・
近
世
の
王
安
石
研
究
史
』（
風
間
書
房
、
一
九

八
七
）
を
参
照
。
東
氏
は
山
陽
も
王
安
石
と
類
似
し
て
い
る
と
し
て
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比
較
す
る
が
、
山
陽
理
解
に
か
な
り
問
題
が
あ
る
。
王
安
石
と
青
陵

の
比
較
も
同
様
で
あ
る
。
東
氏
は
徂
徠
・
春
台
と
王
安
石
を
比
較
し

て
お
ら
ず
、
制
度
論
と
し
て
の
観
点
は
な
い
。
ま
た
、
徳
盛
誠
『
海

保
青
陵

─
江
戸
の
自
由
を
生
き
た
儒
者
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
二

〇
一
三
）
が
青
陵
の
王
安
石
論
に
言
及
し
て
い
る
。

（
26
）　

会
沢
正
志
斎
の
制
度
論
と
『
周
礼
』
に
つ
い
て
は
、
高
山
大
毅

「
制
度

─
荻
生
徂
徠
と
会
沢
正
志
斎
」（
河
野
有
理
編
『
近
代
日
本

政
治
思
想
史
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
）
を
参
照

（
27
）　

羽
賀
祥
二
「
明
治
維
新
と
『
周
礼
』」（『
年
報
近
現
代
史
研
究
』

近
現
代
史
研
究
会
編
、
第
一
号
、
二
〇
〇
九
）。

（
28
）　
『
周
礼
』
と
政
治
面
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
前
掲
論
文
を

参
照
。

（
29
）　

渡
辺
浩
『
日
本
政
治
思
想
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一

〇
）
を
参
照
。

（
30
）　

土
田
前
掲
書
を
参
照
。

（
31
）　

帆
足
萬
里
は
『
東
潜
夫
論
』
で
、
師
の
脇
蘭
室
が
、
春
台
が
藩

政
を
司
っ
た
ら
日
本
の
王
安
石
に
な
る
、
と
評
し
て
い
た
と
記
し
て

い
る
。

付
記　

本
稿
は
、
平
成
二
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員

奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

�

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
P
D
）
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